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静岡県富士宮市
● 活動名 ● 関係する学校名

富士宮市立北山中学校支援地域本部 富士宮市立北山中学校

 

● 
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概
要
・
経
緯

　平成 21年より 2年間、研究の指定を受け、PTCAの組織化の研究を進め実績を積んだ。その後、学校評議委員、区長、同窓会、
PTA代表、コーディネーターで構成された「学校サポート地域推進委員会」が学校支援の中核となり、コーディネーターが地
域と学校の調整を進めることで、支援活動を行ってきた。学習支援では、生徒はもとより、教員にとっても自分を磨く良い機会
となっている。また、北山中学校支援地域本部は、学校の実情に合わせ、毎年支援内容、支援形態を検討し、柔軟に支援を行う
体制が整っている本部である。

● 活動の特徴・工夫�
【特徴的な活動内容】
「登校支援」
・学校の課題であった不登校生徒への対応として、学校、家庭、地域が連携することで生徒を支えることができないか、と考え、昨
年度より活動を開始した。PTCA室で会話を中心としたコミュニケーションや、ゲーム形式の学習の支援を行い、生徒が安心して
活動できる居場所にすることができた。

「学習支援」
・地域の大工や電気屋の方に協力を依頼し、木工や電気等の技術科の学習支援を行った。また、個別対応が有効な支援の手立てにな
る特別支援学級の授業補助も行っている。

「部活動補助」
・地域の柔道家の方に授業の補助を行ってもらっている。また、中体連の相撲の指導も地域経験者に指導をしてもらっている。

【実施にあたっての工夫】
　学校サポート推進委員会（学校評議員、区長、同窓会、PTA代表、山宮地区と北山地区のコーディネーター 2名）を設置し、年度
の初めには事業計画を検討する会議を行い、年度末には成果と課題をまとめる会議を実施する。コーディネーターと学校の打ち合わせ
は毎週月曜日に実施し、学校からは支援要請について、またコーディネーターからは地区行事参加など、地域からの要請の調整を行う。
こうした取組みは、本地域本部の特徴である、学校の実情に合わせた柔軟な支援体制の確立につながっている。
　さらに、定期的に発行される学校だよりでは、様々な支援の様子を掲載し、広く地域へ広報するとともに、新たなボランティアの参
加を呼びかけている。
● 事業を実施しての効果・成果�
　平成 21年度より事業を積み重ねてきたことで、地域で学校を支援する体制が確立されてきた。さらに生徒が地区行事へ参加する実
績も増え、学校・地域の連携・協働による体制も整ってきている。またこうした事業から、地域住民が日常的に学校を訪問することで、
多くの地域の方が学校に関心をもつとともに、学校・地域が一体となってより良い教育環境をつくり、地域に開かれた学校づくりにも
効果が現れている。
　本部を中心に、PDCAサイクルを意識して支援計画、成果・効果を検討するため、学校の課題に迅速に対応することができている
のも大きな成果である。学校評価の「地域と協力して子供を育てることを意識した教育活動ができていると思う」では、94.2％の保
護者が「そう思う」と答えている。

地域と学校で子供たちを笑顔に！
～学校サポート地域推進委員とともに～

地域コーディネーター

富士宮市立北山中学校

学校サポート地域推進委員会

地域ボランティア

連絡 調整

北山中学校支援地域本部

依 頼 協 力

○学習支援　○登校支援　○部活動補助　○環境整備
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体
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図

開始年度 平成 21 年度 学級数 9 学級
児童・
生徒数

208 人

活動内容
■学習支援活動　　■部活動支援　　　　■環境整備
□子供の安全確保　□学校行事等の支援　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

統括的な地域
学校協働活動
推進員の数

配置人数 地域学校協
働活動推進
員の数

配置人数 連 携 団
体・企業
等0　人 2　人

ボランティア
の数

登録人数
属性 学校評議員、自治会関係者、地域住民等

11　人

参考 URL

地域の参画を強く意識していること、様々な生徒への寄り添いが行われている点が示唆に富みます。学習
支援や部活支援だけではない地域人材の関わりという重要な視点を示しており、素晴らしいです。ポイント

● 連絡先 富士宮市立北山中学校 ☎ 0544-58-1026

こんな
活動です

地
域
の
大
工
さ
ん
に
教
わ
る

地
域
の
柔
道
家
に
よ
る
支
援


